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第一卵割阻止型雌性発生キンギョの飼育特性

有馬多恵子・長谷川敦子

このほか，自然産卵した卵数に人工採卵数を加え，産

卵総数を個体別に記録した。

第一卵割阻止による雌`性発生魚では，正常ふ化率や

生残率が低い'2)等，飼育上の問題点が認められる。し

かし，この方法により作出された雌性発生魚では，普

通交配魚ではみられない特異な形質が発現するので，

観賞魚として新品種作出の可能性を持つとされてい

る3)。また，クローン魚作出のための親魚としても有

用といわれている3)。従って，第一卵割阻止型雌｣性発

生魚を親魚に養成し，これから採卵する場合を想定す

ると，その飼育特性を明らかにしておくことが必要で

ある。ここでは，作出された第一卵割阻止型雌`性発生

魚の成長，成熟，性比，産卵について調査したので報

告する。

結果

成長１９９３年１２月から９５年１月までの雌`性発生

魚の体重変化を表１，図ｌに示した。平均体重はふ化

後１年の時点でアカメリュウキンが16.89（水槽別の

体重平均値)，チャキンが15.6～23.89,ワキンが7.9

～47.39に達した。１年６～９ケ月後にはそれぞれ，27.7

9,35.8～38.79,35.4～66.79となり，成長のよい個体は

1009を越えた。しかし，同一水槽で飼育した雌'性発生

魚では，最小個体と最大個体の体重差が品種ごとに５

～１２倍にも達し，各水槽ともばらつきが大きかった。

なお，屋外コンクリート池で，通常親魚を用いて種

苗生産したふ化後１年９ヶ月のチャキン１０尾の平均

体重は20.49であった。

性別と成熟ふ化後１年６～９ケ月に相当する１９９５

年１月に，‘恒温室で飼育していた雌'性発生魚９２尾に

ついて腹部を圧迫したところ，４尾から精液が流出し

雄と確認された。残りの雌雄不明個体のうち１０尾を

開腹した結果，生殖腺の形状から７尾が雌で３尾が雄

と判定された。また，ふ化後３年を経過した1996年４

月以降に成熟し産卵した同腹仔のワキン雌'性発生魚で

は，６尾が雌，２尾が雄であった。この２尾の雄から得

られた精液は，肉眼的にみて通常雄の精液よりも濃度

が薄かったが，ワキン通常雌魚からの人工採取卵およ

び雌性発生魚からの人工採取卵と受精可能で，ふ化仔

魚が得られた。

雌'性発生魚は９４年には産卵しなかったが，９５年８

月以降１尾のチヤキンが恒温室内で産卵するようにな

り，９６年４月には，屋外で飼育していた同腹仔のワキ

ン６尾も産卵した。これら雌'性発生魚の初回産卵年齢，

大きさ，産卵日，産卵数等を表２に示した。

チヤキンは初回産卵時の年齢が２歳３ヶ月で，体長

80ｃｍ，体重４６９であった。その後この個体は`恒温室

材料と方法

供試魚供試魚として用いた第一卵割阻止型雌`性発

生魚は，1993年４～７月に東京都水産試験場水元飼育

池で作出されたもので，アカメリュウキン，チャキン，

ワキンの３品種である3)。

飼育方法供試魚には，仔稚魚期はアルテミア幼生

を与え，その後の成長にともなってコイ用配合飼料に

切り替えた。ふ化仔魚はｌ／前後の小型コンテナで飼

育し，その後生残個体数の少ない実験区は同一の水槽

に供試魚をまとめ，成長に応じて６０～150／水槽で適

宜飼育した。これらの水槽は約１８℃に温度制御した

室内で管理した。１９９５年９月以降は親魚養成のため，

一部の魚を屋外の150／ＦＲＰ水槽に移した。室内飼育

では適宜飼育水の交換を行いながらの止水飼育とし，

屋外水槽では井戸水による流水飼育とした。

飼育特性の調査ふ化後７，８ケ月以降，供試魚の体

重を測定した。ふ化後１年９ヶ月の時点では，供試魚

と同時期に通常交配によって種苗生産したチャキン

10尾についても体重測定を行い，供試魚との成長比較

を行った。

性別については，腹部圧迫による精液あるいは卵の

放出，開腹による生殖腺の肉眼的観察により判定した。



表１第一卵割阻止型雌性発生魚の成長

品種

アカメリュウキン

作出時の実験区

１．２．３

作出年月日

１９９３．５．８～2８

測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

６

１９４．４．４

１１

１６

９．３

５．５

１７．６

１．９

８

'9４．５．２６

１２

１５

１６．８

７．４

26.0

３．４

９

１９５．１．１４

２０

１１

２７．７

１１．９

５１．６

４．３

２

１９４．１．１３

８

１６

２．５

１．６

５．８

０．４

３

'9４．２．３

９

１６

３．８

１．７

６．８

１４

４

１９４．２．２３

５

１９４．３．１４

１０

１６

６９

４．１

１２．９

１６

７

１９４．４．２６

１

１９３．１２．２２

７

１６

１．９

１．３

４．９

０．６

ｌ６

１Ｌ４

6.5

22.1

1.5

６
１
３
１
７

１
ａ
２
９
１

作出年月日

'9３．４．１７，１８

品種

チャキン

作出時の実験区

1.2.3.4

８

１９４．５．２６

１３

２１

２６．３

１５．５

６５．３

４．１

９

１９５．１．１４

２１

２１

３８．７

２０．８

８５．０

１２

６

１９４．４．４

１２

２１

２３．８

１２．８

５７．９

３．８

７

１９４．４．２６

測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

５

１９４．３．１４

１１

２１

１９．７

９．８

４１．０

３．４

３

１９４．２．３

１０

２４

１４．５

７．４

３０６

１．５

４

１９４．２．２３

２

１９４．１．１３

９

２４

８．０

３．７

１７２

１．６

１

１９３．１２．２２

８

２４

４．５

Ｌ６

７．６

１．１

21

24.3

13.9

57.1

３．８
３
８
２
３
５

２
〆
８
６
２

１
３

作出年月日

'9３．５．５，２７

作出時の実験区

５．９．１０

品種

チャキン

９

１９５．１．１４

２０

１４

３５．８

１５．６

75.1

15.6

８

１９４．５．２６

１２

１８

１５．６

３．７

２４．８

９２

７

１９４．４．２６

６

１９４．４．４

１１

１８

１０．４

２０

１６．５

７

５

１９４．３．１４

１０

１９

７．６

３．２

１５．８

１６

測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

４

１９４．２．２３

３

'9４．２．３

９

２０

４０

１３

６２

１２

２

１９４．１．１３

８

２０

２．９

１４

５．７

０．８

１

１９３．１２．２２

７

２０

２．８

１．３

５．２

０９

１７

１３．７

4.5

27.1

７．４

９
９
７
２
５

１
４
１
８
１

作出年月日

'9３．７．１７

作出時の実験区

１３

品種

チャキン

９

'9５．１．１４

１８

１０

３８．３

２５．６

106.2

１６．７

８

１９４．５．２６

１０

１２

１５．９

９．９

３７．８

７．１

７

１９４．４．２６

６

１９４．４．４

９

１３

７５

４９

１９．４

３．３

５

１９４．３．１４

８

１３

４．９

３．１

１２．８

２．１

４３測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

２１

３
８
９
０
９

１
０
６
６
４

１
２

作出年月日

'9３．４．１８

作出時の実験区

２

品種

ワキン

９

１９５．１．１４

２１

３２

３５．４

１８．５

８７．５

１０．７

８

１９４．５．２６

１３

３７

１５．０

７．６

３９．５

３．７

７

１９４．４．２６

６

１９４．４．４

１２

３７

７．９

４．２

１８．１

１．９

５

１９４．３．１４

１１

２２

７．３

３．１

１３．４

１．８

４

１９４．２．２３

３

１９４．２．３

１０

４３

３．０

１．３

７．４

１

測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

２

１９４．１．１３

９

４３

２．１

０．８

４．３

０．８

’

'9３．１２．２２

８

４３

１．７

０７

３．６

０．５

３７

１１．１

5.5

27.6

２．９

８
８
６
２
２

３
４
２
Ｌ
Ｌ

１

作出年月日作出時の実験区品種

’9３．５．２８

３４

１９４．２．３’9４．２．２３

９

４４

１５．０１６．６

４．６５２

２２．０２４．５

９．１１０．１

ワキン

測定回数

測定年月日

ふ化後月数

個体数

体重平均値(9)

標準偏差

最大

最小

４

９

１９５．１．１４

２０

４

６６．７

４１．１

125.7

１０．５

８

１９４．５．２６

１２

４

４７．３

１７．８

７７．８

３３．８

７

１９４．４．２６

６

１９４．４．４

１１

４

３５２

１３．１

５７．７

２４．７

５

１９４．３．１４

１０

４

２３．６

８．６

38.0

15.5

２

１９４．１．１３

８

４

１０．４

３．１

１４．７

５．９

１

１９３．１２．２２

７

４

６．１

１．６

７．８

３．６

４
３
１
７
７

●
●
●
●

羽
焔
飴
妬

－１４５－
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表２第一卵割阻止型雌性発生魚の産卵状況と初回産卵時の大きさ

初回産卵時の大きさ産卵した

雌性発生魚

チャキン

ワキン

ヶ

ク

ク

ク

ケ

初回産卵

年月日

'95／8／１４

１９６／4／18

196／4／18

196／5／20

196／4／２７

'96／5／20

196／4／2６

初回産卵

年齢（歳）

２歳３カ月

３歳

３歳

３歳１カ月

３歳

３歳１カ月

３歳

剛
醐
一
ｕ
ｌ
２
２
３
３
４

計
数
９
３
０
６
５
２
４

８
０
４
５
１
９
４
２

５
２
５
０
５
４
７
６

△
ロ
産
４
３
１
１
３
５
４

作出年月日
全長

１５．７

１５．２

１２．５

１１．３

１３．３

１３．２

１４．０

体長

８０

１０．０

９．５

８．５

１０．３

１０．０

１１．０

体重

４６．０

４５．０

３７．３

２６．０

４６．５

５５．３

７６．６

1993／５

i93／4／１８

'93／4／18

193／4／18

193／4／１８

'93／4／18

193／4／1８

２５

飼
育
水
温
（
℃
）

ZＯ

1５

９６／１／１ｇ／］１０／１１１／１１２／１

図２雌`性発生魚の飼育水温と産卵。図中の数字は前回の産卵からの経過時間。

９５/８／］

であった。ワキン６尾の産卵回数の合計は１５回，総産

卵数は自然産卵，人工採卵を含めて約24,000粒にの

ぼった。

雌`性発生魚と通常雄魚の組み合わせによって自然産

卵した場合の産出卵のふ化率は，チャキンで０～13.2

％，平均４８％，ワキンで19.6％といずれも低かった。

人工受精では最大40％のふ化率が得られたが，親魚

によってはほとんど発生が進まず，全くふ化仔魚が得

られない場合もあった。

内において７～５７日の間隔で，９６年４月までに１４回

産卵した。この間，雄による追尾行動がしばしば観察

された。１回の産卵数は５～1049粒，合計約4209粒で

あった。チヤキンの飼育水温と産卵日を図２に示した。

飼育水温は１５～23℃台，平均18.3℃，産卵時の水温は

１７～21℃台，平均186℃であった。１４回の産卵のう

ち産卵数が300粒以上を数えたのは，前回の産卵から

15～２０日後に産卵した場合であった。

ワキン雌'性発生魚では，飼育していた屋外水槽に，

1996年４月１５日に通常雄親魚と産卵巣を入れたとこ

ろ，４月１９日から産卵がみられた。初回産卵時の年齢

は３歳～３歳１ヶ月で，その体重は２６０～76.69であっ

た。産卵の認められた個体は，水温約２０℃の'恒温室内

水槽に移して再成熟をうながした結果，最も産卵回数

の多い個体で４回産卵した。産卵間隔は１１～２０日間

考察

第一卵割阻止により作出し，親魚養成した雌'性発生

魚は生後１年６～９ケ月で体重27.7～66.79に達した。

これらの値は，屋外の養殖池で種苗生産した同年齢の

通常交配魚と同等もしくはこれを上回るもので，養殖

－１４７－



する場合には，その外部形態的な形質の優劣に加えて，

産出卵のふ化率等についても配慮する必要があろう。

魚として通常交配魚と遜色ない成長をすることが判明

した。キンギョの第一卵割阻止型雌』性発生魚の成長に

ついては，その変異幅が大きく，飼料効率が通常魚よ

り劣っている場合があると報告されている2)。今回の

雌性発生魚も成長変異が大きかったが，種苗生産過程

で選抜を行うことにより，成長不良個体の排除が可能

である。

雌雄の出現割合について調査した結果，第一卵割阻

止型雌性発生魚の約３割が雄であった。キンギョの性

決定には遺伝的な要因のほか，飼育水温の影響が知ら

れている4)。また，雌性発生魚の雄出現率に関しては，

腹仔による相違がみられることから，雌親魚の資質が

関与していると推測されている47)。雌Ｉ性発生魚に雄が

出現する機構については，さらなる検討が必要である。

成熟については，ふ化後１年６～９ケ月で雄が放精

し，雌は２歳から３歳で産卵した。雌,性発生魚の産卵

時には，雄による追尾行動とそれに引き続く自然産卵

がみられたことから，雌性発生魚も通常魚と同様に養

殖親魚として使用できることがわかった。また，飼育

水温の管理により通常魚は周年採卵できる8)が，雌`性

発生魚も同様にして周年採卵が可能であった。

雌性発生魚と通常雄魚の自然産卵により得られた卵

のふ化率は低く，人工受精を行った場合でも，雌親魚

によってはふ化仔魚が全く得られないことがあった。

雌性発生魚の卵質は，良好なものと不良なものとの変

異幅が大きいと考えられることから，親魚として選択
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